
　基本的な事項
（5）地域の持続的発展のための基本目標

(施策1）　移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

（施策2）　産業の振興

（施策3）　地域における情報化

（施策4）　交通施設の整備、交通手段の確保

（施策5）　生活環境の整備
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　　松阪市過疎地域持続的発展計画に掲載の施策等について、『第12回　過疎地域の持続的な
　発展を考える会』において、計画の達成状況について下記のとおり評価を行いました。

令和6年度　松阪市過疎地域持続的発展計画に関する評価

●第12回　過疎地域の持続的な発展を考える会
　開催日時：令和７年７月１日（火）　１９：００～
　会　　場：飯高地域振興局２階　大会議室

【１】令和６年度　松阪市過疎地域持続的発展計画に関する評価について
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（施策6）　子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進

（施策7）　医療の確保

（施策8）　教育の振興

（施策9）　集落の整備

（施策10）　地域文化の振興等

（施策11）　その他地域の持続的発展に関し必要な事項
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いるという話が出ていた。

また、山村留学、移住を考えている世帯がすぐに入居可能な空家を探していて

も見つからなかったという話を聞いたこともある。

かつては学校統廃合の話もあったが、移住施策のおかげで児童数も確保できて

・（会員）

・（会員）

・（会員）

・（事務局）

・（会員）

【２】質疑・意見など

・（会員）

いるし、子どもがこの地域に居続けてくれるということは、地域の活性化にも

つながっていく話だと思う。

空家になった物件があったら、できるだけ早く空家の把握を行い、空家バンク

へ登録するなど貸し出せる状態にすることで、不良空家も減少し、スムーズな

移住につながると思う。

・（会員）

・（会員）

（施策3）防災行政無線の稼働について、１００％という実績であるが、外

で音声が流れていても家の中にいると内容が聞き取れないことが多い。昔は、

飯高の各家に個別受信機があり役立っていたが、今ではそれも無くなった。

現在の無線放送では、「外で何か鳴っている」という程度の認識になりがち

防災行政無線の項目に関連することで、自身の取り組みでスマホ教室を開催

しており、いろんな方にスマホの使い方を教えている。その中で松阪ナビの

アプリを活用しているが、松阪ナビは松阪市のいろんな情報や防災行政無線

で放送されていた内容を確認することができる機能もある。とても便利だと

思うので、広まっていってほしい。

松阪ナビのアプリを知らない方向けに、周知の方法を検討していく必要がある。

防災行政無線の内容を確認する手段として、松阪市のホームページ、電話での

音声ガイダンスがある。地元広報誌でも掲載しているが、会員のみなさんも

身近な方に周知をお願いしたい。

防災行政無線の放送について、まずは「何か緊急の放送がある」と認識して

いただくことが重要と考えている。その上で、松阪市のホームページなども

活用し、情報の詳細も確認いただきたい。

空家バンクの成約数が順調で、成果があがっていると感じる一方で、空家対策

の会議に委員として出席した際には「老朽化が著しい」「倒壊の心配がある」

といった理由で所有者ではなく、その空家がある地域の方々が対応に苦慮して

なので、メールや文書で通知することが必要と感じる。

空家バンク制度を利用したが、入居手続きを進める中で、古い荷物の撤去は

時間がかかってしまうので、億劫に感じていたが、地元の方々の支援もあり

屋内を整理することができた。

これからの入居者支援として、地元の方々と連携してスムーズに入居できる

流れがつくれることが望ましい。

空家バンクや移住促進については、香肌地域づくり協同組合が業務を行って

いるので、情報提供や相談をしていただけるとありがたい。
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【３】会議風景写真
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